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寒かった冬もだんだん遠ざかり、少しずつ春の兆しが感じられます。2月も早い所では梅が咲き始め、メジロが梅の枝にと
まっています。子どもたちも楽しげに足取り軽く登校しています。
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　明けましておめでとうございます。民生委員・児童委員の皆様には、健やかに平成29

年の新春をお迎えのこととお喜び申し上げます。

　昨年はリオデジャネイロオリンピック・パラリンピックでの本県ゆかりの選手の活躍

に、大きな感動と勇気をいただきました。

　2019年のラグビーのワールドカップ大会、2020年の東京オリンピック・パラリンピッ

クに向け、両大会がすばらしい大会になるようにしっかりと準備を整えてまいります。

　さて、埼玉県の勢いには、ここ10年、目を見張るものがあります。

　圏央道の県内区間全線開通や、北陸新幹線、北海道新幹線の開業で交通アクセスが飛

躍的に向上し、本県の立地優位性は大いに高まっています。

　このように、埼玉県は著しい成長を遂げておりますが、今後は今まで経験したことの

ない局面を迎えます。

　団塊の世代が75歳以上となる2025年にかけては、急激に高齢化が進むとともに、生産

年齢人口の減少による社会の活力の低下が懸念されています。

　誰もが将来に希望を持ち、生き生きと活躍できる社会を築くため、更に知恵を絞り工

夫をしなくてはなりません。

　埼玉県は、生活保護世帯の子供の学習支援や糖尿病重症化予防対策など、本質を突い

た施策の展開で国を動かしてきました。

　工夫できることは、まだまだあります。

　元気な高齢者が社会の担い手として活躍することを目指す「シニア革命」も本格化し、

それを支える「健康長寿埼玉プロジェクト」も全県で展開しているところです。

　女性の社会参画を進める「埼玉版ウーマノミクスプロジェクト」は、全国に知られて

きました。

　さらに、マグネシウム蓄電池などその成果が出つつある「先端産業創造プロジェクト」

も力強く進めていきます。様々な機関との連携を深化させ、実用化、製品化開発を促進

していきます。

　また、日本の将来に関わる少子化対策にも力を入れて取り組みたいと思っています。

　私は、今後も時代の本質を考え、その解決に向け全国をリードしていきたいと考えて

います。

　今年も県政への御理解と御協力をお願い申し上げます。

平成29年知事年頭挨拶

新しい時代の幕開け
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　謹んで新春のご祝詞を申し上げます。

　埼玉県民生委員・児童委員、主任児童委員の皆様におかれましては、平成29年の年明

けを、お健やかにお迎えになられたことと心よりお慶び申し上げます。

　昨年は任期満了に伴う一斉改選があり、新たに2,997人の新任委員を迎え県全体では

10,975人の定数となりました。「埼玉民児協丸」も纜
ともづな

を解き出航した所でございます。

　福祉の海原は凪
な

いでる時ばかりではありません。時には大
おお

時
し

化
け

に遭遇することもある

と思います。そんな時は委員の皆様と連携を取り、嵐に立ち向かい知恵を出し合って難

局を乗り越えて行きましょう。

　さて、2025年問題がささやかれて久しくなり、さらには高齢者の定義年齢も70才以上

にと提言されている昨今でございます。益々ご高齢の方々が地域社会に進出され活躍が

期待される新たな潮流が起きつつある様です。一方、子どもたちに目を向けますと、貧

困の連鎖による子どもの貧困、十分な食事や教育の滞りが顕著です。

　地域での「縁の下の力持ち」的な存在は、1世紀を超えて今なお脈々としています、産

声を上げる前から人生を全うされる時々の瞬間に、お手伝いが出来る立ち位置におられ

る委員の皆様です。時には感動・満足・挫折・感謝等いろいろな局面に対
たい

峙
じ

されること

があると思います。喜びは大いに仲間と分かち合い、迷った時も多くの仲間が側にいま

す。必ずや解決の糸口は見つかります。

　平均寿命が延びて、人生喜寿・米寿を飛び越え白寿に迫らんとしています。そんな中、

我が埼玉県も急速な高齢化社会に向かおうとしており、これからの活動は高齢化対策が

必須となり、皆様と共に元気な高齢者で溢れる県を目指して努力精進して参りたいと思

います。

　申し遅れましたが、去る1月20日に開催いたしました、本会理事会及び評議員会におき

ましてご推挙いただき会長職に就任をいたしました。身の引き締まる思いでございます。

これからも委員の皆様がお持ちの福祉のお福分けをいただきながら、更にはお一人お一

人のご健康とご活躍、さらなる弥栄をご祈念申し上げ、会長就任のご挨拶とさせていた

だきます。

会長就任挨拶

「地域の底力を信じて」
� 新しい船出
一般財団法人埼玉県民生委員・児童委員協議会
� 会　長　大 谷　富 夫
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県 民 児 協 役 員 紹 介
平成29年1月20日（金）に開催された第141回評議員会及び第140回理事会において、
次の役員が補充選任されました。―敬称略―

川口市
大　谷　富　夫

越谷市　臼　倉　譽　治
蓮田市　大　野　礼　子

羽生市　鈴　木　康　夫
草加市　渡　邉　幸　司
久喜市　長谷川　朱　實
八潮市　篠　木　　　猛
三郷市　芝　井　忠　夫
幸手市　吉　川　一　男
吉川市　野　中　八　重
白岡市　矢　島　静　江
宮代町　加　藤　一　雄
杉戸町　大　橋　登喜夫
松伏町　今　井　しげ子

加須市　大　塚　　　稔 富士見市　吉　田　京　子 朝霞市　槗　本　芳　博

蓮田市　下　田　ナ　カ 上尾市　大　場　玲　子

狭山市　藤　野　美佐子
川島町　亀　田　　　緑

川越市　芝波田　靜　香
所沢市　橋　爪　　　猛
飯能市　細　田　ヨリ子
入間市　臼　井　　　秀
坂戸市　佐　藤　和　恵
鶴ヶ島市　武　田　和　子
日高市　北　田　文　子
ふじみ野市　風　間　和　江
三芳町　三　瓶　スミ子
毛呂山町　岡　野　國　明
越生町　宮　﨑　勝一郎
滑川町　小　林　　　悟
嵐山町　青　木　裕　子
小川町　小　川　新　一
吉見町　鈴　木　　　稔
鳩山町　矢　野　幹　夫
ときがわ町　小　川　正　夫
東秩父村　栗　島　富　雄

蕨　市　藤　井　康　榮
志木市　吉　田　豊　子
伊奈町　加　藤　　　衛

鴻巣市　酒　巻　喜久子
上尾市　鮫　嶋　紀　子
戸田市　石　井　勝　則
和光市　渡　井　悦　子
桶川市　深　谷　三　男
北本市　岡　野　貞　子
川口市　　　　　　　　平成29年3月22日

� 補充選任予定

熊谷市　寺　田　治　子
寄居町　池　田　和　男

行田市　島　田　ユミ子
秩父市　宮　下　　　昭
本庄市　茂　木　秀　夫
横瀬町　黒　澤　利　夫
皆野町　塩　田　　　壽
長瀞町　落　合　正　史
小鹿野町　多比良　キヨ子
美里町　森　田　　　實
神川町　木　村　葉　子
上里町　清　水　忠　之

さいたま市　都　倉　大　介

春日部市
鈴　木　浩　子

東松山市
篠　原　敏　夫

新座市
須　田　邦　彦

深谷市
宮　島　典　子

■会長（理事） ■副会長（理事）

■理事（正副会長除く）

■評議員

■監事

東部ブロック

東部ブロック

東部ブロック 西部ブロック 南部ブロック

男女共同参画推進部会長 主任児童委員会委員長

西部ブロック

西部ブロック

南部ブロック

南部ブロック

北部ブロック

北部ブロック

常務理事

� 〔理事任期：〜H30年5月の定時評議員会終結のときまで〕

� 〔監事任期：〜H30年5月の定時評議員会終結のときまで〕

� 〔評議員任期：〜H32年5月の定時評議員会終結のときまで〕
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◆
委
嘱
状
の
伝
達

　

各
市
町
村
の
民
生
委
員
代
表
者
が
出

席
し
、
上
田
清
司
埼
玉
県
知
事
よ
り
、

厚
生
労
働
大
臣
委
嘱
状
及
び
知
事
委
嘱

状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

◆
主
催
者
挨
拶

　

上
田
県
知
事
よ
り
「
日
頃
か
ら
、
地

域
福
祉
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に

御
支
援
と
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
こ
と
に
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
私
は
埼
玉
県
民
の
つ
な
が
り
、
絆
、

県
民
の
皆
様
が
元
気
に
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
、
福
祉
の
増

進
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。」

と
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◯埼玉県定数（さいたま市除く）
　・民生委員　������ 8,830名
　・主任児童委員　����  719名
　・合計　�������� 9,549名
◯男女別委嘱者数
　・民生委員
　　　男性　������� 2,923名
　　　女性　������� 5,511名
　・主任児童委員
　　　男性　�������    47名
　　　女性　�������  631名
◯新任・再任委嘱者数
　・民生委員
　　　新任　������� 2,765名
　　　再任　������� 5,669名
　・主任児童委員
　　　新任　�������  232名
　　　再任　�������  446名

奥冨県民児協会長吉田県町村会会長宮崎県議会議長

来　賓

委嘱状の伝達交付

代表者謝辞
川口市民児協　大谷会長

民生委員・児童委員委嘱状伝達式 開催
　平成28年12月1日、「平成28年度民生委員・児童委員委嘱状伝達式」が
埼玉県県民健康センターにおいて開催されました。

活
動
能
力
は
高
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

県
で
は
、
地
域
支
え
合
い
の
仕
組
み
と

し
て
、
元
気
な
高
齢
者
が
少
し
元
気
で

な
い
高
齢
者
を
支
え
る
運
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
が
、
包
括
的
に
地
域
を
支
え

て
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
、
ま
さ
し
く

民
生
委
員
の
方
々
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
に
は
、
是
非
と
も
こ
れ
ま
で
培
わ
れ

た
様
々
な
経
験
、
人
脈
、
等
々
を
含
め

ま
し
て
、
よ
り
大
き
な
力
を
発
揮
し
て

い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
来
賓
祝
辞

　

来
賓
に
は
、
宮
崎
栄
治
郎
埼
玉
県
議

会
議
長
と
吉
田
昇
埼
玉
県
町
村
会
会
長

及
び
奥
冨
孝
一
埼
玉
県
民
児
協
会
長
が

出
席
さ
れ
、
代
表
し
て
、
宮
崎
県
議
会

議
長
よ
り
「
こ
の
た
び
、
向
こ
う
3
年

間
、
民
生
委
員
と
し
て
御
活
躍
さ
れ
ま

す
皆
様
方
に
は
、
地
域
福
祉
へ
の
深
い

御
理
解
の
も
と
、
こ
の
よ
う
な
重
責
を

お
引
き
受
け
い
た
だ
き
、
深
く
敬
意
を

表
し
ま
す
。
皆
様
に
は
、
大
変
な
ご
苦

労
が
お
あ
り
か
と
存
じ
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
地
域
福
祉
の
要
と
し
て
、
お
力

添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
県
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

上田県知事挨拶

◆
代
表
民
生
委
員
・
児
童
委
員
挨
拶

　

民
生
委
員
を
代
表
し
て
、
大
谷
富
夫

川
口
市
民
児
協
会
長
よ
り
謝
辞
が
あ

り
、
民
生
委
員
と
し
て
使
命
の
重
さ
を

感
じ
る
と
と
も
に
、
微
力
な
が
ら
も
地

域
福
祉
を
担
う
一
員
と
し
て
、
そ
の
責

務
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
述
べ
ま
し

た
。

来賓代表
宮崎県議会議長より祝辞

一斉改選における県内の状況
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平
成
28
年
10
月
7
日（
金
）
彩
の

国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
「
セ
ミ
ナ
ー

ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
、
県
内
の
各

市
町
村
民
児
協
主
任
児
童
委
員
代

表
又
は
副
代
表
、
及
び
県
民
児
協　

主
任
児
童
委
員
会
委
員
の
68
名
が

参
加
し
、「
平
成
28
年
度
主
任
児
童

委
員
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
本
会
主
任

児
童
委
員
会
に
お
い
て
企
画
・
運

営
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
、

「
地
域
住
民
と
と
も
に
『
わ
が
ま
ち

な
ら
で
は
』
の
活
動
を
」
を
テ
ー

マ
に
掲
げ
、
貧
困
世
帯
の
子
ど
も

た
ち
へ
の
支
援
活
動
が
一
層
、
推

進
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
相
次
い
で
起
こ
っ
た
少

年
事
件
に
関
わ
っ
た
少
年
少
女
た

ち
は
、
家
族
に
も
学
校
に
も
守
ら

れ
ず
、
支
え
ら
れ
ず
、
地
域
社
会

に
も
安
心
で
き
る
居
場
所
が
な
く
、

子
ど
も
た
ち
だ
け
の
閉
鎖
さ
れ
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
暴
力
を
伴
う
集

団
）
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が

選
び
、
安
心
で
き
る
居
場
所
を
、

社
会
の
中
で
ど
の
よ
う
に
つ
く
る

か
が
重
要
で
す
。

◇
な
ぜ
、
子
ど
も
と
若
者
支
援
が

必
要
な
の
か
？
◇

　

家
庭
や
学
校
を
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
居
場
所
に
で
き
な
い
子
ど
も

た
ち
は
孤
立
化
し
、
社
会
の
片
隅

で
生
き
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
も
、
労
働
市
場
か
ら
も
排
除
さ

れ
雇
用
へ
と
繋
が
ら
な
い
若
者
に

は
貧
困
が
待
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
若
者
の
貧
困
化
の
最
大
の
要

因
は
「
教
育
と
雇
用
」
と
言
え
ま

す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
一
日

の
大
半
を
過
ご
す
生
活
の
場
で
あ

り
、
学
ぶ
場
で
あ
っ
て
、
し
か
も

社
会
性
を
獲
得
す
る
学
校
か
ら
排

除
さ
れ
た
ら
生
き
る
た
め
の
知
識

や
知
恵
を
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
子

ど
も
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
帰

属
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

不
登
校
の
問
題

　

平
成
3
年
か
ら
の
全
国
の
小
学

校
、
中
学
校
の
不
登
校
数
の
推
移

を
み
る
と
、
中
学
校
に
な
る
と
不

登
校
数
が
大
き
く
増
加
す
る
こ
と

が
注
目
す
べ
き
点
で
す
（
小
学
校

が
約
2
万
人
、
中
学
校
は
約
6
〜

10
万
人
）。
そ
し
て
、
長
期
欠
席
、

適
応
指
導
教
室
に
通
う
子
ど
も
た

ち
を
含
め
る
と
、
約
20
万
人
の
小

中
学
生
が
毎
年
、
学
校
に
通
っ
て

い
な
い
状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
生
活
保
護
世
帯
な
ど
貧
困
層

の
子
ど
も
の
不
登
校
は
、
そ
の
他

の
世
帯
に
比
べ
て
、
5
〜
6
倍
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

少
子
化
問
題
は
日
本
の
貧
困

問
題
で
も

　

２
０
１
０
年
は
、
生
産
年
齢
人

口
3
人
で
高
齢
者
1
人
を
支
え
て

い
ま
す
が
、
今
の
20
代
の
若
者
が

高
齢
者
と
な
る
２
０
６
０
年
に
は

生
産
年
齢
人
口
1
人
で
高
齢
者
1

人
を
支
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

高
齢
化
を
支
え
る
人
が
い
な
く
な

る
の
で
す
。
今
の
ま
ま
で
は
、
こ

う
い
う
社
会
が
い
ず
れ
到
来
す
る

こ
と
は
明
ら
か
で
す
が
、
若
者
た

ち
が
社
会
へ
の
信
頼
を
持
て
な
く

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

30
代
前
半
の
若
者
の
5
割
が
結

婚
し
て
い
ま
せ
ん
。
理
由
は
経
済

的
な
問
題
で
す
。
こ
う
し
た
少
子

化
問
題
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
子

ど
も
手
当
や
教
育
費
、
子
ど
も
を

産
み
育
て
や
す
い
環
境
を
整
え
る

な
ど
解
決
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
日
本
で
も
少
子
化
や
貧
困
問

題
は
個
別
の
問
題
で
は
な
く
、
社

会
全
体
の
問
題
と
し
て
政
策
を
進

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

若
者
の
貧
困
化

　

子
ど
も
の
貧
困
と
若
年
層
の
非

正
規
雇
用
増
加
は
大
き
な
相
関
が

あ
り
ま
す
。
高
校
中
退
、
進
路
未

主催者挨拶
県民児協

会長　奥冨　孝一

委員長挨拶
県民児協

主任児童委員会
委員長　大場　玲子

講 

義

「
子
ど
も
・
若
者
た
ち
の
貧
困

の
現
状
と
課
題
」

《
講
師
》

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
い
た
ま

　

ユ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

�
代
表
理
事　

青あ
お

砥と　

恭
や
す
し　

氏

平
成
28
年
度  

主
任
児
童
委
員
セ
ミ
ナ
ー
開
催
報
告

わ
が
ま
ち
の

�

活
動
紹
介
ス
ラ
イ
ド

入間川七夕・青少年非行防止
キャンペーンに参加（狭山市）

Ｈ26年　施設研修「調布学園」
（草加市）

　

他
市
に
お
け
る
主
任
児

童
委
員
活
動
を
共
有
す
る

こ
と
で
、
今
後
の
児
童
委

員
活
動
が
一
層
活
発
に
な

る
こ
と
を
目
的
に
セ
ミ

ナ
ー
受
付
か
ら
開
始
ま
で

上
映
。
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決
定
、
早
期
退
職
等
、
学
校
か
ら

仕
事
へ
上
手
く
繋
げ
る
こ
と
が
で

き
な
い
若
者
も
増
え
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
若
者
の
雇
用
を
ど
の
よ

う
に
確
保
し
て
い
く
か
。
ま
た
、

若
者
の
貧
困
に
は
奨
学
金
問
題
も

大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
国
は

大
学
の
運
営
に
対
し
て
10
％
の
補

助
金
し
か
出
し
て
い
な
い
た
め
、

学
生
個
々
の
授
業
料
の
負
担
が
増

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
奨
学

金
制
度
を
利
用
し
、
卒
業
後
に
高

額
な
返
済
す
る
こ
と
も
若
者
の
貧

困
化
に
影
響
し
て
い
ま
す
。

支
援
を
し
て
い
く
た
め
に

　
「
自
分
は
周
り
の
み
ん
な
と
は
違

う
、
同
じ
よ
う
に
は
生
き
ら
れ
な

い
」
と
無
力
感
や
絶
望
感
を
感
じ

て
い
る
貧
困
層
の
子
ど
も
た
ち
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

能
力
が
無
い
の
と
、
努
力
不
足
は

違
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
同
士
が

共
同
し
、「
自
分
は
こ
う
す
れ
ば
で

き
る
」
等
、
仲
間
と
一
緒
に
が
ん

ば
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
生
き
が
い
」
と
は
、

①�

自
分
を
価
値
あ
る
存
在
と
知
る

こ
と

②�

他
者
と
の
交
流
か
ら
仲
間
同
士

支
え
あ
う
こ
と
、
人
（
社
会
）

の
役
に
立
つ
こ
と
を
知
る
こ
と

③�

自
分
ら
し
く
い
て
良
い
こ
と
を

知
る
こ
と

　

子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
が
い
」

を
育
て
、
家
族
を
支
え
る
地
域
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
そ
の
た
め
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
地
域
に
は

必
要
で
す
。

　

子
ど
も
に
限
ら
ず
、
地
域
の
人

が
誰
で
も
気
軽
に
訪
れ
る
こ
と
が

で
き
る
「
地
域
の
子
ど
も
食
堂
」

に
つ
い
て
運
営
や
成
果
、
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
発
表
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

あ
る
父
子
家
庭
女
児
の
衣
服
支

援
に
つ
い
て
、
主
任
児
童
委
員
会

で
行
っ
て
い
る
子
育
て
サ
ロ
ン
時

に
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し
て
衣
服
を
収

集
し
た
事
例
と
と
も
に
、
主
任
児

童
委
員
、
民
生
委
員
の
支
援
活
動

の
現
状
や
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
特
性
や
実
情
に
合
っ
た

“
わ
が
ま
ち
な
ら
で
は
の
活
動
”
の

紹
介
や
活
動
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
課
題
等
に
つ
い

て
、
会
場
全
体
で
意
見
交
換
を
行

い
、
今
後
の
活
動
の
参
考
と
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

《
講
師
》

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
い
た
ま

　

ユ
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

�

代
表
理
事　

青
砥　

恭　

氏

　

来
年
度
、
厚
生
労
働
省
か
ら
学

習
支
援
の
発
展
の
た
め
「
生
活
力

の
向
上
課
題
」
が
提
案
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
教
科
指
導
だ
け

で
は
な
く
、
生
活
す
る
た
め
の
知

恵
や
体
験
を
獲
得
し
て
、
子
ど
も

た
ち
の
総
合
力
を
発
達
さ
せ
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

学
習
支
援
だ
け
で
は
な
く
、
料
理

体
験
、
地
元
企
業
で
の
職
業
体
験
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
地
域
活
動
等
、

総
合
的
な
生
活
力
も
増
す
よ
う
な

体
験
が
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
の

取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
無
力
感
を
無
く

し
、
効
力
感
を
豊
か
に
す
る
に
は
、

仲
間
と
の
交
流
や
成
功
体
験
を
積

み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
居
場

所
が
必
要
な
の
か
、
ま
た
持
続
的

に
活
動
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
の
か
等
、
地
域
の
状
況
に

応
じ
て
、
地
域
で
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

し
ょ
う
。
子
ど
も
た
ち
に
寄
り

添
っ
た
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

発
表
1

「
地
域
の
子
ど
も
食
堂　
こ
ろ

あ
い　
〜
ど
な
た
で
も
ウ
ェ
ル

カ
ム
！
“
食
”を
通
じ
て
、地
域

の
子
ど
も
を
地
域
で
育
て
る
〜
」

　

吉
川
市
民
児
協

�
会
長　

野
中　

八
重　

氏

発
表
2

「
父
子
家
庭
女
児
の
支
援

�

― 

衣
服
支
援 

―
」

　

上
尾
市
民
児
協
連
合
会

　

主
任
児
童
委
員
連
絡
会

�

代
表　

大
場　

玲
子　

氏

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0000

0000

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0000
0000

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0000

0000

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

実
践
事
例
発
表

意
見
交
換

ま
と
め

視察研修「児童養護施設　子供の町」
（新座市）

月1回　子育てサロンを開催
（幸手市）

子育て談話室「たんぽぽ」を開催
（行田市）
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平
成
28
年
度
「
全
国
主
任
児
童

委
員
研
修
会
（
東
日
本
）」
は
、
民

生
委
員
、
主
任
児
童
委
員
等
約

２
４
０
名
が
「
東
京
ベ
イ
幕
張

ホ
ー
ル
」
に
集
い
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
ず
始
め
に
、
行
政
説
明
と
し

て
、
子
ど
も
の
貧
困
や
虐
待
防
止

な
ど
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
た

め
の
対
策
や
児
童
福
祉
法
改
正
に

伴
い
「
母
子
健
康
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
設
置
に
よ
り
き
め
細
か

い
支
援
を
行
う
等
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
明
治
学
院
大
学
学
長

の
松
原
康
雄
氏
の
講
義
を
受
け
ま

し
た
。
現
在
の
子
ど
も
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
社
会
的

関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
る

中
で
、
主
任
児
童
委
員
と
し
て
地

域
の
家
庭
と
い
か
に
信
頼
関
係
を

築
き
絆
を
つ
く
っ
て
い
く
か
。
ま

た
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
る

家
庭
と
制
度
や
関
係
機
関
と
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
役
割
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま

し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
園
長
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
せ
た
が
や
子
育
て
ネ
ッ

ト
の
代
表
、
千
葉
県
佐
倉
市
民
児

協
の
児
童
専
門
部
会
長
で
あ
る
主

任
児
童
委
員
の
異
な
る
立
場
に
あ

る
三
者
の
方
の
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
子
育
て
支
援
か
ら

の
視
点
で
の
街
づ
く
り
や
家
庭
訪

問
型
子
育
て
支
援
な
ど
、
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
を
含
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
の
形
態
が
あ
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
、
分
散
会
で
し
た
。

昭
和
女
子
大
学
、
國
學
院
大
學　

講
師
の
髙
橋
久
雄
氏
の
講
義
を
受

け
た
後
、
各
地
か
ら
参
加
し
た
7

名
の
グ
ル
ー
プ
で
、
児
童
虐
待
防

止
に
つ
な
が
る
具
体
的
事
業
の
企

画
立
案
、
提
案
書
の
作
成
を
行
い

ま
し
た
。
外
に
出
て
こ
な
い
親
子

に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
か

等
、
日
頃
か
ら
感
じ
て
い
る
共
通

の
課
題
や
意
見
を
ま
と
め
、
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
を
メ
イ
ン
に

皆
で
考
え
ま
し
た
。
最
後
に
各
々

の
グ
ル
ー
プ
発
表
を
し
て
研
修
終

了
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
主
任
児
童
委

員
の
役
割
を
改
め
て
考
え
る
貴
重

な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
地
域
に

密
着
し
て
い
る
民
生
委
員
や
関
係

機
関
と
連
携
し
、
情
報
共
有
し
な

が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
早
期
発

見
、
対
応
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め

に
、
日
頃
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
身
近
な
「
お
と
な
」
で
あ

り
、
ど
ん
な
サ
イ
ン
も
見
逃
さ
な

い
感
度
を
持
ち
つ
つ
見
守
り
活
動

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
「
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
た
め
の
相
談
技
法
研
修

会
」
が
東
京
都
江
東
区
「
Ｔ
Ｏ
Ｃ

有
明
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ト
リ
プ
ル
台
風
の
影
響
で
悪
天

候
の
中
、
全
国
か
ら
約
１
１
０
名

の
民
生
委
員
が
参
加
し
、
元
梅
花

女
子
大
学
准
教
授
の
植
田
寿
之
氏

に
よ
る
講
義
研
修
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
「
相
談
援
助
の
視
点
と
態
度
」

「
相
談
援
助
の
原
点
と
本
質
」、
共

感
を
し
、「
感
情
の
反
射
」
を
し
て

安
心
感
を
与
え
る
。
人
の
人
生
に

寄
り
添
う
、
支
え
合
う
と
い
う
こ

と
が
原
点
で
す
。

　

ビ
デ
オ
学
習
で
は
、
事
例
に
基

づ
き
グ
ル
ー
プ
毎
に
討
議
を
行
い

ま
し
た
。
相
談
者
と
の
第
一
歩
は
、

き
っ
か
け
づ
く
り
で
あ
り
、
相
手

の
立
場
に
立
ち
、
相
手
の
思
い
を

受
け
止
め
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

他
県
委
員
と
地
域
性
の
違
い
を
感

じ
つ
つ
も
、
自
身
の
体
験
談
も
交

え
な
が
ら
、
実
の
あ
る
意
見
交
換

が
で
き
ま
し
た
。

　

相
談
技
法
と
は
、
テ
ク
ニ
ッ
ク

で
は
な
く
、
相
手
を
理
解
し
よ
う

と
思
う
気
持
ち
に
よ
っ
て
生
か
さ

れ
る
方
法
で
あ
り
、「
話
を
キ
ク
」

と
い
う
場
合
に
は
「
訊
く
」「
聞

く
」
そ
し
て
「
聴
く
」
の
3
つ
が

あ
り
ま
す
。「
訊
く
」
は
質
問
を
し

な
が
ら
き
く
こ
と
、「
聞
く
」
は
事

実
確
認
な
ど
で
単
に
き
く
こ
と
、

最
後
の
「
聴
く
」
は
話
し
手
の
感

情
（
心
）
に
も
耳
を
傾
け
て
き
く

こ
と
で
す
。

　

状
況
に
よ
っ
て
「
キ
ク
」
は
使

い
分
け
ら
れ
ま
す
し
、
自
分
の

「
キ
キ
方
」
の
癖
を
知
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
事
実
確
認
に
や
っ
き
に

な
る
と
、
相
手
の
気
持
ち
（
心
）

が
疎
か
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
相

手
の
立
場
に
立
つ
と
こ
ろ
ま
で
至

ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
聴
い

て
い
ま
す
」
と
相
手
に
伝
え
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
安
心
感
や
信
頼

感
は
深
ま
り
ま
す
。
積
極
的
に
関

わ
っ
て
、
そ
れ
を
伝
え
る
の
が
傾

聴
の
ポ
イ
ン
ト
と
締
め
く
く
ら
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
で
学
ん
だ
知
識

を
、
自
分
だ
け
の
も
の
と
せ
ず
、

定
例
会
等
の
場
で
伝
え
、
こ
れ
か

ら
の
活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

本
県
で
は
、
各
市
町
村
事

務
局
よ
り
主
任
児
童
委
員
の

方
に
参
加
希
望
を
募
っ
て
、

本
研
修
に
参
加
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

【
期
日
】
8
月
1
日
〜
8
月
2
日

【
場
所
】
千
葉
県
千
葉
市

【
本
県
参
加
者
】
11
名

【
期
日
】
8
月
22
日
〜
8
月
23
日

【
場
所
】
東
京
都
江
東
区

【
本
県
参
加
者
】
3
名

平
成
28
年
度

「
全
国
主
任
児
童
委
員
研
修
会

（
東
日
本
）」

平
成
28
年
度

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
た
め

の
相
談
技
法
研
修
会
」久喜市民児協

会長
長谷川　朱實

「
子
ど
も
た
ち
の
サ
イ
ン
を

�

見
逃
さ
な
い
た
め
に
」

「
相
手
の
思
い
を『
聴
く
』た
め
に
」

全
国
研
修
会
参
加
報
告

川島町民児協
主任児童委員
山口　三葉子
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【
期
日
】
10
月
20
日
〜
10
月
21
日

【
場
所
】
香
川
県
高
松
市

【
本
県
参
加
者
】
32
名

平
成
28
年
度 

第
85
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

越谷市民児協
会長

臼倉　譽治

「
制
度
創
設
１
０
０
周
年
を
迎
え

て
、
今
後
の
民
生
委
員
活
動
を
考

え
る
」

　

香
川
県
高
松
市
に
お
い
て
、
全

国
か
ら
民
生
委
員
約
３
４
０
０
名

が
集
う
全
国
民
生
委
員
大
会
に
、

参
加
の
機
会
を
得
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
、
特
別
講
義
「
あ
り

が
と
う　

こ
の
生
命　

あ
り
が
と

う　

あ
な
た
と
の
出
会
い
」
と
題

し
た
、
少
林
寺
拳
法
グ
ル
ー
プ
総

裁
の
宗　

由
貴
氏
の
講
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

創
始
者
で
あ
る
父
親
の
あ
と
を

継
ぎ
、
組
織
を
維
持
発
展
さ
せ
た

経
緯
な
ど
話
さ
れ
ま
し
た
。
自
信

と
勇
気
と
行
動
力
そ
れ
に
慈
悲
心

を
養
い
、
助
け
合
え
る
人
間
関
係

の
輪
を
広
げ
る
人
づ
く
り
を
信
念

に
、
拳
法
は
勝
つ
こ
と
で
は
な
く
、

広
く
、
多
く
、
今
ま
で
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
鍛

練
を
す
る
こ
と
で
、
比
較
競
争
は

目
指
さ
な
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち

に
置
き
換

え
れ
ば
、

健
康
の
保

持
は
自
己

責
任
。
健

康
寿
命
を

延
ば
す
た

め
に
は
、

薬
に
頼
る

の
で
は
な

く
サ
ロ
ン
風
な
「
集
い
の
場
」
を

設
け
て
、
皆
で
体
を
動
か
す
健
康

体
操
等
を
行
っ
た
り
雑
談
を
交
え

な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
等
、
地
域
に
住
む
高
齢
者
が

健
や
か
に
生
活
が
送
れ
る
環
境
を

つ
く
る
こ
と
が
大
切
と
思
い
ま
し

た
。

　

2
日
目
は
、「
民
生
委
員
制
度

１
０
０
周
年
を
前
に
〜
今
、
問
わ

れ
て
い
る
も
の
」
が
テ
ー
マ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
正
6
年
岡
山
県
で
の
「
済
世

顧
問
制
度
」
創
設
か
ら
節
目
の

１
０
０
周
年
を
平
成
29
年
に
迎
え

る
に
あ
た
り
、
今
日
に
至
る
ま
で

先
人
が
築
き
守
っ
て
き
た
民
生
委

員
制
度
の
経
緯
と
変
革
等
広
く
深

く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
が
複
雑
多

様
化
し
て
い
る
現
在
、
守
り
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
、

・‌�

隣
人
愛
と
社
会
愛
の
精
神
を

も
っ
て
取
り
組
む

・‌�

住
民
と
行
政
を
つ
な
ぐ
役
割

・
他
の
機
関
と
の
連
携

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

民
生
委
員
の
役
割
は
地
域
に
暮

ら
す
人
々
の
生
活
の
安
定
、
こ
の

地
に
住
ん
で
良
か
っ
た
、
ず
っ
と

こ
の
地
に
住
み
続
け
て
い
た
い
と

思
え
る
地
域
づ
く
り
に
協
力
し
な

が
ら
活
動
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
た
び
の
全
国
大
会
参
加
で

得
た
知
識
を
生
か
し
、

・
自
身
の
健
康
維
持
に
努
め
る

・‌�

地
域
の
自
治
会
や
そ
の
他
の
団

体
と
連
携
を
密
に
し
て
い
く

・
民
生
委
員
の
応
援
団
を
つ
く
る

・‌�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る

こ
れ
ら
の
こ
と
に
心
掛
け
て
民
生

委
員
活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

�

（
現
職
）

瑞
宝
双
光
章

【
民
生
委
員
功
労
】（
春
）

　

新
座
市　
　
　

須
田　

邦
彦

【
更
生
保
護
功
労
】（
春
）

　

春
日
部
市　
　

髙
橋　

修
子

【
厚
生
労
働
行
政
事
務
功
労
】（
春
）

　

狭
山
市　
　
　

管　
　

一
十

【
教
育
功
労
】（
秋
）

　

さ
い
た
ま
市　

長
澤　

勇
二

瑞
宝
単
光
章

【
民
生
委
員
功
労
】（
秋
）

　

戸
田
市　
　
　

林　

源
太
郎

【
統
計
調
査
功
労
】（
春
）

　

鴻
巣
市　
　
　

菅
間　

幸
子

　

日
高
市　
　
　

早
坂　

弘
美

�

（
現
職
）

藍
綬
褒
章

【
民
生
委
員
功
労
】

　

越
谷
市　

鶴
内　

和
子
（
春
）

　

入
間
市　

中
敷
領
郁
代
（
秋
）

瑞
宝
双
光
章

【
警
察
功
労
】（
秋
）

　

所
沢
市　
　

菊
池　

和
久

【
消
防
功
労
】（
秋
）

　

久
喜
市　
　

中
山　
　

博

春
秋
叙
勲
受
章
者

春
秋
褒
章
受
章
者

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
単
光
章

【
警
察
功
労
】

　

行
田
市　

髙
橋　

秀
明
（
春
）

　

熊
谷
市　

保
泉　
　

滋
（
秋
）

　

所
沢
市　

春
日　

良
一
（
秋
）

【
消
防
功
労
】

　

鴻
巣
市　

川
井　

友
司
（
秋
）

【
民
生
委
員
功
労
】

　

草
加
市　
　
　

渡
邉　

幸
司

　

北
本
市　
　
　

吉
野　

道
子

　

蕨　

市　
　
　

小
島　

淳
子

　

川
島
町　
　
　

亀
田　
　

緑

　

新
座
市　
　
　

寺
輪　

玲
子

　

松
伏
町　
　
　

今
井
し
げ
子

　

川
越
市　
　
　

岡
田　

育
恵

　

川
越
市　
　
　

市
川
冨
美
子

　

越
谷
市　
　
　

深
井　

洋
子

　

越
谷
市　
　
　

豊
田　

範
光

　

さ
い
た
ま
市　

星
野　

栄
一

　

さ
い
た
ま
市　

根
本　

淑
枝

　

さ
い
た
ま
市　

野
口　

良
輝

【
民
生
委
員
優
良
活
動
団
体
表
彰
】

行
田
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員

連
合
会

「
子
育
て
支
援
活
動　

子
育
て
談

話
室
『
た
ん
ぽ
ぽ
』
の
運
営
等

／
10
年
以
上
」

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

平
成
28
年
度
各
種
表
彰
受
章
者
等
の
紹
介
（
敬
称
略
）

式典の様子

シンポジウムの様子
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●●●●●●●●●●●●●●●●わがまちの単位民児協活動紹介ルポ
　

蓮
田
市
第
4
地
区
民
児
協
で
は
、
事
業

の
一
つ
と
し
て
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
を

立
ち
上
げ
て
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

老
後
に
孤
立
や
閉
じ
こ
も
り
を
す
る

こ
と
な
く
、
い
き
い
き
と
暮
ら
す
に
は

「
人
と
会
っ
て
会
話
し
て
、
大
声
で
笑

う
」、「
定
期
的
に
出
か
け
て
仲
間
と
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
」
こ
と
な
ど
が
大

切
と
聞
き
、
こ
の
様
な
場
を
作
ろ
う
と

民
生
委
員
が
中
心
に
な
り
サ
ロ
ン
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

　

地
域
に
暮
ら
す
高
齢
者
が
、
自
分
で

歩
い
て
行
け
て
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加

で
き
、
ふ
れ
あ
い
、
楽
し
む
集
い
の
場

を
4
ヶ
所
に
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
が
毎
月

2
〜
3
回
開
催
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

身
近
な
場
所
で
開
催
し
て
い
る
の
で
、

車
椅
子
の
方
も
無
理
な
く
参
加
し
て
頂

い
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
内
容
は
、
高
齢
者
の
健
康
管

理
や
防
犯
、
消
費
者
問
題
、
オ
レ
オ
レ

詐
欺
や
交
通
安
全
な
ど
、
そ
の
時
々
で

話
題
性
の
あ
る
題
材
を
取
り
上
げ
て
、

講
師
を
招
い
て
の
勉
強
会
、
グ
ル
ー
プ

で
の
話
し
合
い
や
お
茶
会
な
ど
地
域
性

に
合
わ
せ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
て

い
ま
す
。

　

健
康
管
理
に
つ
い
て
は
講
話
だ
け
で

な
く
、
健
康
体
操
や
吹
き
矢
、
輪
投
げ

や
野
球
盤
ゲ
ー
ム
な
ど
身
体
を
動
か
す
内
容
も
あ

り
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
内
お
よ
び
近
郊
に
住
ん
で
い
る

方
々
に
よ
る
演
奏
や
演
舞
、
会
場
の
設
営
や
遊
具

の
手
作
り
作
業
な
ど
を
通
し
て
の
交
流
も
貴
重
な

成
果
の
一
つ
で
す
。

　

退
任
さ
れ
た
民
生
委
員
の
方
々
も
サ
ロ
ン
の
会

員
に
な
り
、
協
力
し
て
活
動
を
続
け
て
頂
い
て
い

ま
す
。

　

各
サ
ロ
ン
が
発
足
し
約
10
年
を
経
過
し
て
、
会

話
を
し
、
笑
い
、
そ

し
て
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
で
気
の

合
う
仲
間
づ
く
り
が

出
来
、
以
前
よ
り
わ

か
わ
か
し
く
い
き
い

き
し
て
い
る
様
子
が

感
じ
ら

れ
、
関

係
者
一

同
喜
ん

で
い
ま

す
。

　

最
近
で
は
、
サ
ロ
ン
の
会
員

か
ら
、
会
員
外
の
高
齢
者
や
友

人
の
情
報
も
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
設
立
当
初
は
予
想
し
て

い
な
か
っ
た
効
果
も
表
れ
て
い

ま
す
。

　

今
後
の
課
題
は
参
加
者
の
大

半
が
女
性
な
の
で
、
男
性
の
方

も
「
参
加
し
た
い
」
と
思
う
よ

う
な
内
容
を
検
討
し
て
い
く
必

要
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
み
、
孤
立
・
閉

じ
こ
も
り
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
昨
今
の
地
域
社
会
に
お
い
て

は
、
高
齢
者
と
地
域
住
民
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
繋
が
り
を
持
つ

場
と
、
顔
の
見
え

る
環
境
を
作
る
こ

と
が
重
要
に
な

り
、
生
活
上
で
起

こ
る
様
々
な
問
題

を
解
決
す
る
こ
と

に
結
び
つ
き
、
サ

ロ
ン
の
役
割
は
ま

す
ま
す
重
要
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
は
民
生

委
員
に
と
っ
て
、

重
要
な
情
報
源
で

も
あ
り
、
ま
た
身

近
な
見
守
り
活
動

に
も
繋
が
る
た

め
、
15
周
年
を
目

指
し
て
一
同
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま

す
。

若
く
、明
る
く
、い
き
い
き
と

�

〜
第
4
地
区
民
児
協「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」活
動
の
取
り
組
み
〜

蓮田市民児協 民生委員 主任児童委員
蓮田市第4地区民児協 19名 2名

西新宿2丁目，3丁目いきいきサロン
（平成16年9月発足）

西新宿4丁目，5丁目微笑みサロン
（平成17年5月発足）

西城サロンげんき会
（平成23年1月発足）

椿山いきいきサロン
（平成16年5月発足）

第 1 回

蓮 田 市
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●●●●●●●●●●●●●●●●わがまちの単位民児協活動紹介ルポ
地区を越えたつながりを通じて
� 〜専門部会研修会〜

　

鶴
ヶ
島
市
の
各
地

区
民
児
協
で
は
今
年

度
ま
で
の
3
年
間
、

地
区
交
流
を
目
的
と

し
て
、
専
門
部
会
を

地
区
ご
と
で
は
な
く

各
地
区
か
ら
の
選
出

に
よ
り
振
り
分
け
て

実
施
し
て
き
ま
し

た
。
平
成
28
年
度
は

3
つ
の
専
門
部
会
を

設
け
て
そ
れ
ぞ
れ
9

月
に
実
施
し
ま
し

た
。

　

開
催
順
に
そ
れ
ぞ

れ
次
の
よ
う
な
テ
ー

マ
で
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

・
障
害
福
祉
部
会

　

‌�「
障
が
い
児
者
と

家
族
の
支
援
〜
話

の
聞
き
方
・
話
し

方
」

・
高
齢
者
福
祉
部
会

　

‌�「
認
知
症
高
齢
者

へ
の
接
し
方
、
そ

の
家
族
へ
の
接
し

方
」

・‌�

児
童
・
母
子
福
祉

部
会

　

‌�「
こ
ど
も
の
虐
待

と
い
じ
め
に
つ
い

て
〜
民
生
児
童
委

員
の
関
わ
り
方

〜
」

　

障
害
福
祉
部
会
の

が
な
っ
て
い
き
、
誰
も
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
地
域
づ
く
り
が
必
要
だ
と
感

じ
て
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　

民
生
委
員
の
皆
さ
ま
の
働
き
が
ど
れ

だ
け
凄
い
こ
と
な
の
か
、
皆
さ
ま
の
意

識
が
話
を
き
ち
ん
と
聞
く
方
向
に
向
く

よ
う
に
な
れ
ば
研
修
を
し
た
甲
斐
が
あ

り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
働
き
が
地
域
の
財

産
で
あ
り
、
名
実
と
も

に
地
域
の
相
談
窓
口
な

の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

地
域
の
支
え
手
と
し
て

の
活
動
を
期
待
し
て
い

ま
す
。」

　

ま
た
、
参
加
者
の
熱

心
な
様
子
に
も
驚
い
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。

　

今
年
度
の
専
門
部
会

研
修
に
共
通
し
て
い
た

の
は
、
相
手
の
話
を
聞

い
た
り
す
る
中
で
ど
の

よ
う
に
し
て
相
手
の
様

子
を
感
じ
と
っ
て
い
く

の
か
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
地
区
が
違
う
と
な

か
な
か
交
流
す
る
機
会

の
少
な
い
委
員
の
皆
さ

ん
で
す
が
、
普
段
活
動

し
て
い
る
状
況
を
交
え

な
が
ら
と
て
も
熱
心
に

そ
し
て
楽
し
く
研
修
に

参
加
し
て
い
る
姿
が
印

象
的
で
し
た
。

　

来
年
か
ら
は
、
地
区

ご
と
に
専
門
部
会
の

鶴ヶ島市民児協 民生委員 主任児童委員
第一地区民児協 25名 2名
第二地区民児協 24名 1名
第三地区民児協 21名 2名
第四地区民児協 23名 2名

テ
ー
マ
を
割
り

振
っ
て
実
施
す

る
形
と
な
る
予

定
で
す
。
こ
の

3
年
間
の
取
り

組
み
の
中
で
生

ま
れ
た
交
流
や

共
有
さ
れ
た
情

報
が
、
次
の
任

期
に
お
け
る
専

門
部
会
研
修
の

土
台
と
な
り
、

各
地
区
で
の
研

修
活
動
に
生
か

さ
れ
て
い
く
も

の
と
考
え
て
い

ま
す
。

講
師
を
担
当
さ
れ
た
東
洋
大
学
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
ン
学
部
の
本
名
靖
教
授
か
ら
は
、

研
修
会
終
了
後
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
人
は
自
分
が
持
っ
て
い
る
力
を
十
分

に
発
揮
す
る
た
め
に
は
『
誰
か
に
支
え

ら
れ
て
い
る
。』
と
い
う
安
心
感
が
必
要

で
す
。
そ
の
支
え
の
部
分
に
民
生
委
員

新シリ
ーズ

スター
ト

研修の様子

地域の課題を書き出して対策を考える

鶴
ヶ
島
市
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平
成
29
年
2
月
1
日
発
行

〈
発
行
人
〉大
谷　
富
夫　
　
〈
編
集
人
〉都
倉　
大
介　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
発
行
所
〉一般
財
団
法
人
埼
玉
県
民
生
委
員・児
童
委
員
協
議
会

〒　
　
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
針
ヶ
谷
４-

２-

65 

彩
の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
内　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 
０
４
８
（
８
２
２
）
１
１
９
７　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
８
（
８
２
４
）
６
５
８
６

330-
0075

No.
151

表紙絵のお問合せ〔アトリエ ナオキ　Tel 048（686）3509〕

「元民生委員・児童委員の声」

県民児協の予定平成29年
　民生委員が日頃の活動の中で思ったこと、知って欲しいことなどを広く一般県民の
方々に知ってもらうためのものです。
　会員の皆さん奮ってご投稿くださいますようお願いいたします。

〒330-0075
さいたま市浦和区針ヶ谷４-２-65
彩の国すこやかプラザ
一般財団法人埼玉県
民生委員・児童委員協議会
広報係宛

１ 民生委員・児童委員活動に関することであれば 内容は自由です。
２ 原稿は、８００字以内とする。
３ 応募は１人１任期中１回限りとする。
４ 掲載は毎号１人とし、投稿者氏名及び市町村   
　名を掲載する。
５ 発行月の２ヶ月前までにご応募いただいた原稿   
　の中から、広報委員会で選考のうえ掲載する。
 なお、加筆・修正等をする場合があるので、住所・
 電話番号を必ず明記のうえご投稿ください。
６ 投稿された原稿は返却しません。

「民生委員・児童委員の声」原稿募集中「民生委員・児童委員の声」原稿募集中

提出先提出先

（吉川市　石倉 尚美／平成28年11月30日退任）

編集後記
　春まだ浅きこの季節、冷たい風の中にも陽の光がぐーんと明るくなり
固い土の中から小さな芽を出す植物に生命力を感じ力強く背中を押さ
れる思いです。
　昨年の一斉改選で新しい体制が決まり出発致しました。また、今号か
らの新シリーズでは、わがまちならではの地域の状況が掲載され、日頃
の皆様方の活動の参考になるかと思います。
　今年は民生委員制度が100周年を迎えることになり、大正6年に始
まった制度が今日に至るまで、その永き歴史と重みは一口で語り尽くす
ことはできないと思いますが、先人たちの志を学び継承しつつ取り組み
がなされることと思います。いつの時代にも課題を抱える人びとに向き
合い寄り添う活動を支えるのが民生委員の仕事であることに誇りを持
ち、永遠に続けられていく活動をお知らせするのが広報誌の役割です。
　6年間委員会に籍を置かせていただき楽しい時間をありがとうござい
ました。　

※【民生委員・児童委員の声】募集要領

1日
6～7日
7日
10日
22日

生活福祉資金制度説明会
全民児連 評議員会
第141回理事会
男女共同参画推進セミナー
第142回評議員会

市民会館「おおみや」
東京都港区
すこやかプラザ
すこやかプラザ
すこやかプラザ

33

　“光陰矢の如し”12年間の多くの方 と々の出会いと別れが、今走馬灯のように私の頭の中をぐるぐると回っていま
す。人の世話をする人、される人、子どもたちや高齢者の笑顔に会った時、思わずホッとしました。やさしさの一歩は
笑顔から、そう思いつつ過ごしてきた12年間。何でも話してもらえるような人になろう、それが何かをしてあげること
になるかもしれない。定例会や研修などで立派な発言などできなくても良い、地元の人たちとの信頼関係にすべてが
あるんだと信じてきました。
　ある日の夕方、体調を悪くした高齢者の方から相談があるので来てくださいと電話があったので、すぐに訪問し相
手の立場に自分を置き換えて、一緒に考え話し、そして行政へつないだ、ただそれだけのことでした。
　1ヶ月後良くなられたその方が「ご自分の家のこともあるでしょうに、素早く動いてくれた、それがとても嬉しい」と
涙をこぼしながら、ありがとうございましたと何度も言われました。
　またある時は、小学校の卒業式の日、近所の卒業生に「中学生になっても勉強にスポーツに頑張ってください」と
一筆箋に書いて送りました。たった2、3行の文章を高校受験の時まで机の引き出しの中にしまってあったというガキ
大将だった男の子。母親から志望校に受かりました、民生委員さんのお蔭ですと電話をもらった時、民生委員をやっ
ていて本当に良かったと涙が出るほど嬉しく思った瞬間でした。
　やりたくてもできない多くのことをさせていただいたこと、皆様のご協力のお蔭で無事にここまで過ごすことができ
たことに、今はただ感謝しております。
　最後に、知人の教師が25年前におっしゃった印象に残った言葉を書き留めたいと思います。「取り返しのきくもの
は世の中に溢れていて、取り返しのきかない人間だけがこの世に一人しかいない、そのかけがえのなさを改めてかみ
しめよう。たった一つしかない尊い命。」

「一斉改選にあたって　12年間（4期）を振り返って」

川口市鳩ヶ谷第1地区
民生委員・児童委員協議会

秋山　知子 氏
（平成28年11月30日退任）

元民生委員

12日
16日
18日
19日
20日
20日
20日
27日

共生・共助シンポジウム
新任民生委員研修⑤
男女共同参画推進部会
新任民生委員研修⑥
第141回評議員会
第140回理事会
正副会長会議
社会福祉関係者新年賀詞交歓会

県民健康センター
秩父市
すこやかプラザ
川越市
すこやかプラザ
すこやかプラザ
すこやかプラザ
さいたま市内

11

3～4日
6日
7日
10日
15～16日
16日
16日
17日
23日
27日
27日
27～28日

全国児童委員研究協議会
児童虐待防止セミナー（県こども安全課）
主任児童委員会
単位民児協会長研修
全国民生委員指導者研修会
指定民児協活動連絡会
正副会長会議
単位民児協副会長研修
広報委員会
民生委員・保護司連絡会
民生委員・保護司研修会
主任児童委員現任研修

千葉県千葉市
市民会館「おおみや」
すこやかプラザ
大宮ソニックシティ
神奈川県葉山町
すこやかプラザ
すこやかプラザ
大宮ソニックシティ
すこやかプラザ
県民健康センター
県民健康センター
建産連研修センター
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